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ッチの有無で他の操作と区別可能な 2 種類の操作を除いた 11 種類の操作に対し、操作時に発生
する加速度と音の入力データを集め、機械学習を用いて正しく分類できた割合を調べたところ、
加速度の特徴を用いた場合にはおよそ 60%の精度で分類でき、音の特徴を用いた場合にはおよそ
91%の精度で分類できるという結果が得られた。 
この結果から、操作時に発生する加速度の特徴を用いて入力の有無を検出し、入力検出後に、
予め集めておいた音の入力データをもとに操作を分類することで、どの操作がおこなわれたか特
定するという判別方法を実装した。この判別方法の有効性を検証したところ、最大 76.5%の精度
で判別できるという結果が得られた。実用に耐えうる精度とは言えないものの、分類に用いる学
習データの選別や、分類をおこなう操作種類の減少、使用者のコンディションを考慮することに
よって、精度の改善が可能であると予想する。 
 
